
１. 制 服
［準備委員会としての決定事項］

・両校とも制服を定め、７年生から着用する。
→経済的観点、識別・統一感、けじめ等の観点から必要と判断

［今後のプロセス］
R2.5 児童生徒が制服について意見交流する場を設ける。
R2.7 専門部会において、制服の候補について数点の候補をあげる。

（児童生徒や保護者の意見を参考にする。）
R2.9      アンケート調査により決定する。（南・北ごとに）

（幼保小中の保護者、小学校３年生以上の児童、中学生を対象）

［候補の参考例］
よいと思われるも
の数点を候補として
あげ、最も支持の高
いものとする。
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２. 校名・校章
［準備委員会としての決定事項］

・一般公募により、令和２年末までに決定する。
→体操服や鞄などの学用品、各種表示、書類等で早く必要

［今後のプロセス］
R2.5     校名を、広報きたがたやHPで公募する。

（２校セットでも単独でも可とする。）
R2.7     専門部会において、数点の校名候補をあげてアンケート調査を実施する。
R2.8     アンケート結果をもとに、校名を決定すると同時に校章を公募する。
R2.11 専門部会において、数点の校章候補をあげてアンケート調査を実施する。
R2.12   アンケート結果をもとに、校章を決定する。

［その他］
・校名と校章が決まり次第、校旗、学用品、門柱等の準備にかかる。
・校歌について
→当面、現在の校歌を愛唱歌として歌う。
開校後に、地域や子どもたちの思いも含めて制定する。


